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田村剛一議員

水
産
行
政

潮干狩のできる干潟に
来年度実現の方向で

防災対策

い
の
ち
第
一
の
防
災
対
策
を

防
災
訓
練
の
あ
り
方
の
検
討
も

質
問

河
口
付
近
の
干
潟
が

全
国
的
に
減
少
し
、
し
か
も
、
生

態
系
破
壊
の
心
配
も
出
て
い
る
。

本
町
も
同
じ
。
そ
こ
で
問
う
。

①
外
来
種
の
貝
に
よ
り
生
態
系

の
破
壊
が
心
配
さ
れ
る
と
聞

く
が
、
真
相
は
ど
う
か
。
そ

の
対
策
は
。

②
ア
サ
リ
漁
業
権
の
設
定
に
よ

り
町
民
は
干
潟
か
ら
追
い
出

さ
れ
た
。
潮
干
狩
の
で
き
る

干
潟
に
戻
す
こ
と
を
望
む
。

沼
崎
町
長
　

①
昨
年
の
「
ア
サ
リ
ま
つ
り
」

の
際
に
サ
キ
グ
ロ
タ
マ
ツ
メ

タ
と
い
う
肉
食
性
巻
貝
が
採

取
さ
れ
、
そ
の
生
息
が
確
認

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
中
国
産

ア
サ
リ
に
混
じ
っ
て
い
た
も

の
。
今
年
度
か
ら
国
産
ア
サ

リ
を
購
入
し
全
数
を
選
別
し

た
。
今
年
の
「
ア
サ
リ
ま
つ

り
」
の
際
、
参
加
者
に
呼
び

か
け
千
個
の
サ
キ
グ
ロ
タ
マ

ツ
メ
タ
を
駆
除
し
た
。
今
後

も
駆
除
に
努
め
た
い
。

②
平
成
十
五
年
度
、
ア
サ
リ
に

漁
業
権
が
設
定
さ
れ
漁
協
正

組
合
員
以
外
の
採
取
が
で
き

な
く
な
っ
た
。
町
民
の
要
望

も
あ
り
、
漁
業
権
管
理
委
員

会
に
漁
場
開
放
を
依
頼
し
た
。

開
放
に
向
け
努
力
す
る
と
の

回
答
を
得
て
お
り
、
来
年
度

か
ら
部
分
的
に
開
放
が
実
現

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

質
問

町
が
実
施
し
た
地
震

津
波
対
策
町
民
懇
談
会
で
の
住

民
反
応
と
見
え
て
き
た
防
災
上

の
課
題
は
何
か
。
ま
た
、
防
災

教
育
で
大
切
な
こ
と
は
、
命
を

守
る
こ
と
。
ど
の
よ
う
な
防
災

教
育
が
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

出
席
者
か
ら
は

防
災
意
識
の
低
下
、
自
主
防
災

組
織
の
必
要
性
が
指
摘
・
認
識

さ
れ
た
。
今
後
、
防
災
意
識
の

啓
発
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成

促
進
に
努
め
た
い
。

松
尾
教
育
長

各
学
校
と
も

安
全
教
育
計
画
を
作
成
し
、
火

事
、
地
震
、
津
波
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
、
登
下
校
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

質
問

懇
談
会
へ
の
参
加
者

は
何
人
か
。
現
在
の
シ
ョ
ー
的

な
防
災
訓
練
を
見
直
し
、
避
難

第
一
の
防
災
訓
練
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
教
職
員
へ

の
津
波
防
災
に
関
わ
る
研
修
を

実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

内
舘
防
災
対
策
主
幹

十
地

区
で
二
百
二
十
六
人
。
防
災
訓

練
の
あ
り
方
は
検
討
し
た
い
。

松
尾
教
育
長

そ
の
よ
う
な

方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
。

町民へのアサリ漁場の開放が望まれます
今年の「やまだアサリまつり」の様子

地震津波対策町民懇談会（田の浜
地区）の様子。自主防災組織の結
成が望まれます


